
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

自動頤（通気

注１Ｈｚ当する□にIま．レ印を記入してください。特定事粟宕以外の事婁者の方Iさし印の8已入Iま不要です．

２「垂萌年度」とは肝因期間の前年度を、「ロ楓年度」とは叶田､､閃の最終年度を、「城告年度」とは叶西痢間のうち、今回躯告の対象となる年度をいいます。

３『平空所等排出区分」とは京都府内の事糞所埣の本業活助のためのエネルギーの使用に伴い発生する沮宜効果ガスを、「輸送車両排出区分」とは自動車迎送平戎者については使用の本拠の位伍を京都府内とする車両
の排出する沮宜効果ガスを、Ｈ史逝平栗第１については保有する貨物車両又I±旅客車両の排出する沮盆効果ガスを、「その他排出区分」とは上妃以外の京都府内における事璽月f等の本業活動に伴い発生する浪古効日&ガス
をいいますロ

４「原単位当たりの沮宝効果ガス排出丘等」の「用途区分」には．○○工場、卒猪所などの用途を記入してください。「原UIL位の指楓」には、分子の「二謝上炭素換算」の下に分母となる指揮（生賑堕蛍、延べ床面
積、竃行軍舷等）を配入してください。

５「その他の地球沮吸化対賭による温室効果ガスの削減迂導」のうち「森林の保全及び住90」の「目担年度（叶団）」梱には計画館間中の目極の累計を、「OG告年度（爽紋）」柵には爽供のH1研を配入してください．

６「特ZBUF頃」にIま、平成２年E［（１９９０年度）を基却とした排出丘の対比や、省エネ製品閲発など他者の沮室効果ガス排出削減への貢献．グリーン飼逮の採用、特定フロンなどの条例措定外の沮宜効果ガスの削減
などを正入してくださいロ

住所(法人にあっ
ては、主たる事務所
の所在地）

福岡県福岡市東区箱崎七丁目9番66号

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代表

者の氏名）
コカ・コーラウエスト株式会社代表取締役社長吉松民雄

事業者の主たる
業種 清涼飲料の製造・販売

砿当する事業者
要件 属京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号麟当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上〕）

｢ii:謡ｉｆ醤糧纏化糠条例施行規則鰭10条鏑2号又は第３号鱸当事蕊箸(大規模運送事藥箸(ﾄﾗｯｸ又'まﾊﾞｽ100台以上/ﾀｸｼｰ150台以上/鉄道寧両
庁京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 ２０年４月～２３年３月

基本方針

瀞涼飲料に携わる企業として、水使用、エネルギー使用、廃棄物の発生が主要な環境負荷であることを認識し、環境汚染の防止と環境負荷の継続的削減に努
めます。（弊社「環境基本理念・行動指針」添付）

推進体制
代表取締役副社長兼チーフオフィサーを環境管理統括責任者とし、温室効果ガス削減計画の策定と、Isol4oO1に基づく進捗管理システムの構築。

環境マネジメントシステム名称 ISO14001 

適用範囲 本社（１日近畿CCBC）

取得年月日 平成20旱4月（平成21年12月|日CCWJ、近畿CCBC、三笠CCBC統合）

年度ごとの具体
的な取組及び措
置の状況

年度

毎年

毎年

毎年

股傭、対象、工程等

自動販売機（勉気）

車両（車両燃料）

建物（電気）

措置内容

省エネルギー型の自動阪充機への切替により、勉力消賛を毎期約4％１１】域（3年間で約12%削減）

ニードライプの推迫により.中岡燃料使用を毎期対前年比1％削減(3年間で約3％'11減）

クールピズ・プオームピズの導入等によって節勉を椎n､し､虹力iW長を毎期対前年比1％Ｈ１城(3年間で約3％削減）

湘毒効果
排出壁等

ガスの

排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実繊）

（１９）年度
(二殿化自索換算）

目標年度（計画）

（２２）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(計画）

報告年度（実績）

（２１）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(実績）

380065ｔ 34,798ｔ -8,6船 34,427ｔ -9.6％ 

ｔ ｔ 船 ｔ ％ 

ｔ ｔ 船 ｔ ％ 

＊１ 380065ｔ 中邑 ３４，７９８ｔ －８．６％ 中４ ３４０４２７ｔ －９．６兇

単年計画に対してわずかに届いていないが、問題のない範囲である。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

二酸化炭素換算

二酸化炭素換箆

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実績） 増減率（実績）

船 髄

船 ％ 

飴 船

その他の地球温
暖化対策による
温室効果ガスの
削減趣等

対策等の区分

森林の保全及び壁iｉｉ

府内塵の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の騨入

家庭における温室効果ガス排出
壁の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画〕

、銅二句リ (二月か化国索換算）

(塾回而】五） hａ 吸収企） ｔ 

(利用没） ｍｏ 削減丑） ｔ 

(兄ｎｍ kwｈ Hﾘ械壮） ｔ 

(無供給■ GＪ 削滅量） ｔ 

(R抹入■ kwｈ 削蚊父） ｔ 

(彫入抵） ｔ (ﾘﾘﾘ滅丘） ｔ 

＊３ｔ 

報告年度（実綴）
INA且辻等 (二酸化炭素摸J、

(益q０面菰） 2.7ｈ日 (吸収量） 12.2ｔ 

(利用丑） ｍＯ (削械且） ｔ 

〔兜、辻） kwｈ (１１ﾘ城辻） ｔ 

(編供給辻〕 GＪ (11Ｉ械仕） ｔ 

(球入辻） kwｈ (､ｌ域仕） ｔ 

陣入辻） ｔ (月Ｉ城、 ｔ 

*５１２．２ｔ 

差引排出量

(排出合計一削減等合計）

基準年度（実績〕

＊1 38,065ｔ 

目標年度（肝画）

(蛇)‐(c3）３４，７９８ｔ

墹減率（計画）

-8.6％ 

報告年度（実績）

(●O)-(●5１ 340414.8ｔ 

増減率（実績）

-9.6％ 

地球温暖
に資する
献活動

特記事項


